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女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
カメルーン東南部でのフィールドワークより

2022年10月28日（金）「森から世界を変えるプラットフォーム」×「森林・林業ウーマン＠海外部」コラボセミナー「森林とジェンダー」

しかた かがり
四方 篝（京都大学 アフリカ地域研究資料センター）
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研究の対象：カメルーン東南部・熱帯雨林地域
（フィールドワーク：2000年～）

熱帯雨林

カメルーン
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森に暮らす人びとの生業活動・森林資源利用
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これまでのおもな研究成果（出版物）

四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂. 212p.
四方篝 2010.「バナナとカカオのおいしい関係－カメルーン東南部の熱帯雨林における焼畑農

耕とその現代的展開」木村大治・北西功一編『森棲みの生態誌－アフリカ熱帯林の人・自然・
歴史Ⅰ』京大出版．pp. 195－220.

四方篝 2016.「多様性をうみだす潜在力：カメルーン東南部，熱帯雨林の焼畑を基盤とする農
業実践」重田眞義・伊谷樹一編 2016. 『アフリカ潜在力４ 争わないための生業実践－生態資源と
人びとの関わり』京大出版. pp. 265-299.

四方篝・藤澤奈都穂・佐々木綾子（印刷中）「アグロフォレストリーとともに生きる：チャ・
コーヒー・カカオ栽培の事例より」伊藤詞子編『生態人類学は挑む SESSION 6：たえる・き
ざす』京大出版.

生態人類学は挑む
SESSION 6

たえる・きざす

12月初旬
刊行予定
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申込不要ですが、子連れで参加される方は下記までご連絡ください。 
お問い合わせ：FENICS事務局  fenicsevent@gmail.com                     
                         四方 篝（京大）shikata[at]kais.kyoto-u.ac.jp 

フィールドワーカーはどのように将来を思い描けばいいのだろう？いつ結婚し、どのタイミングで子供
をもてばいいのだろう？本サロンでは、育児に奮闘しながら東南アジア・アフリカ・ラテンアメリカで
フィールドワークをつづける5人のフィールドワーカーの多様な生き方に迫ります！ 

2018年1月20日（土）11:00～12:30（10:40 開場） 
京都大学 稲盛財団記念館 3階 318号室　参加費無料 
子連れOKのランチョンミーティングです。昼食持参でどなたでもご参加ください！ 

FENICSサロン「子育てフィールドワーカーのロールモデルを探る」 
＊本サロンは、FENICS100万人のフィールドワーカーシリーズ12『女も男もフィールドへ』（古今書院）に関連するイベントです。 

11:00-11:05 趣旨説明 
11:05-11:15 これまでのFENICSサロン紹介 
11:15-12:15 パネルディスカッション 

パネリスト：椎野若菜（東京外大・准教授／FENICS代表），佐藤靖明（大産大・
准教授／FENICS理事），四方 篝（京大・学振RPD)，佐々木綾子（日大・助教），
藤澤奈都穂（京大・学振RPD) 

12:15-12:30 フリーディスカッション 

主催：FENICS（www.fenics.jpn.org/）共催：民族自然誌研究会，ASAFAS子育て
フィールドワーカーワーキンググループ，ASAFASキャリア・ディベロップメント室 

男女共同参画関連のイベント参加・企画

日本熱帯生態学会第32回年次大会（JASTE32） ダイバーシティ推進サテライト企画

「なあんだ，女性向けの会合か…」と思われたそこのあなた！ちがいます．女性の活躍が推進されて
働きやすい環境づくりが求められる今，月経は女性だけのアリーナではなくなりつつあります．
本企画では，男女共同参画だけにとどまらない，多様な分野（国際開発学，文化人類学，霊長類学）
からの話題提供とディスカッションを予定しています．老若男女を問わず，多くの方の参加をお待ち
しています．

フィールドワークと月経をめぐる対話
熱帯に暮らす人・動物・フィールドワーカー

【プログラム】
司会・進行 保坂哲朗（広島大学／JASTE）

佐々木綾子（日本大学／JASTE）

杉田映理（大阪大学）
”Break the Silence on Menstruation!”
国際開発のスローガンからSDGsへ

新本万里子（広島市立大学）
可視化されていた月経
パプアニューギニア・アベラム人の月経対処

徳山奈帆子（京都大学）
生理が“しんどい”のはヒトだけ？
大型類人猿とそれを研究するヒトたちの生理事情

四方篝（京都大学／JASTE）
快適なフィールドワークを求めて
女性フィールドワーカーの月経対応とその課題

コメント・ディスカッション
コメンテータ：山極壽一（総合地球環境学研究所）

詳細は大会ウェブサイトをご覧ください（https://sites.google.com/view/jaste32）

サテライト企画
参加登録フォーム

会場：名古屋大学環境総合館レクチャーホール／ Zoom
参加資格：日本熱帯生態学会員・連携学会員・共催学会員・

JASTE32大会参加登録者
事前登録制：大会参加とは別途、参加登録が必要です
参加費：無料
お問合せ：学会事務局（jaste.adm@gmail.com）

2022年6月19日（日）10:30-12:00

主催：日本熱帯生態学会（連携学会：東南アジア学会，日本アフリカ学会，日本サ
ンゴ礁学会，日本タイ学会，日本泥炭地学会，日本熱帯農業学会，日本マン
グローブ学会，日本島嶼学会）

共催：国際開発学会，日本オセアニア学会，日本文化人類学会男女共同参画・ダイ
バーシティ推進委員会

後援：男女共同参画学協会連絡会，日本霊長類学会，NPO法人FENICS
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JASTE31 ダイバーシティ・キックオフ企画「みんな、コロナ禍どうしてる？」

みんな、コロナ禍どうしてる？
• JASTE31ダイバーシティ・キックオフ企画
• 2021年6月27日（日）12:00-13:00（オンライン）
• 主催：日本熱帯生態学会（JASTE）

＊午前中のセッション終了後、開始します

フィールドに行けない

家で仕事ができない

オンライン化が進んで助かる

誰もが悩むコロナ状況下
だからこそ考えたい
「研究の続け方」

  FENICS  100万人のフィールドワーカーシリーズ ・サロン 

フィールドワークに興味のあるあなたも、FENICSに参加しませんか？ 
メルマガ、イベント割引、シリーズ本割引など特典がたくさん！ 

   まずはWebにアクセス！http://www.fenics.jpn.org/ 
   

FENICSは、世界のあらゆるフィールドからの生
の情報や経験を求める人々をつなぐネットワー
ク・グループ（NPO法人）。多様な学問分野、ス
ペシャリストの知と技が集い、発信・応答するこ
とで新しいモノ、アイディア、ムーヴメントの創造
をめざしています。 

於：信愛書店 en=gawa  03-3333-4961 

http://kouenjishorin.jugem.jp/?pid=1 

第二回 子持ちフィールドワーカー  
～フィールドワーカーであり続けるには～ 

★参加費：会員500円,非会員1000円 
   (お茶・菓子つき）) お子様づれでどうぞ！ 
★お問い合わせ：fenicsevent@gmail.com 

 

①フィールドワークにいけないフィールドワーカー 
（四方篝  熱帯農業生態学・アフリカ地域研究） 

3人の子どもとの人生そのものがフィールドワーク、
でもやっぱりフィールドにも行きたい！ 

 
    ②子連れフィールドワーク： ウガンダ編 

（杉田映理  文化人類学） 
東アフリカ・ウガンダの調査地へ、二人の子ども
とともに行く！子どもは現地校、感染症も経験！ 

2015年７月11日(土)13：30～15：30 
場所：信愛書店 en=gawa 中央線 西荻窪駅から徒歩3分 
 

「フィールドワーカー」であることを保つのが、難しい
時期もあります。子どもを連れてのフィールドワーク
にも困難が沢山！どのように過ごし、乗り切ろうとし
ているか、二人の話者とともにざっくばらんに、  
そして具体的に、語りあいましょう 
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男女共同参画関連の執筆

四方篝 2016.「フィールドワークに行けないフィールドワーカー」椎野若菜・的場澄人（編）
『100万人のフィールドワーカーシリーズ12：女も男もフィールドへ』古今書院. pp.144-164.

四方篝 2020. コラム「母になるとき」ボニー・ヒューレット（著）服部志帆・大石高典・戸田美佳子
（訳）『アフリカの森の女たち：文化・進化・発達の人類学』 春風社. pp.241-242.

四方篝 2022.コラム「フィールドワーク中の月経対応：熱帯林編」杉田映理・新本万里子（編）
『月経の人類学：女子生徒の「生理」と開発支援』世界思想社. pp.61-63.
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森林とジェンダー

“ジェンダー平等と女性のエンパワーメント”
ITTO（国際熱帯木材機関）

多くの農村地域では、女性が薪、食糧、薬草といった森林資源を収集・利
用し、主に家庭を切り盛りします。女性は持続可能な森林経営に関して豊
富な伝統的知識を持っていることが多く、森林保全や劣化した森林の再生
において重要なアクターです。https://www.itto.int/ja/capacity_building/gender_equality/

“環境保全を成功させるカギは「ジェンダー的視点」を持つこと”
CI（コンサベーション・インターナショナル）ジャパン ブログ

効果的に環境保全を達成するために、とても重要なことがあります。それ
は、コミュニティの中での男性と女性における自然の使い方の違いを理解
することです。 http://ci-japan.blogspot.com/2017/09/blog-post.html

森林分野でのジェンダー研究が専門ではありません。
ジェンダー研究からの専門的なコメントや議論はできかねます

四方
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森林とジェンダー

⇒ フィールドの女性たちの暮らし・女性たちから学んだこと
⇒ 女性の活動をとおして、森林の持続的利用や生物多様性保全に
ついて考える

四方

研究の核心となるデータ・議論のヒントやインスピレーションの
多くは女性とのやりとりのなかで発見してきた！

熱帯雨林の台所は、女の城！生業の話題からウワサ話に至るまで、モノ・コト・情報の宝庫！
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焼畑農耕民
バンガンドゥ

狩猟採集民
バカ

研究者

①焼畑農耕民女性に学ぶ
バナナの持続的生産
と森の関係

②狩猟採集民女性に学ぶ
ヤマノイモの持続的利用

と森の関係

女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
カメルーン東南部でのフィールドワークより

9

カメルーン共和国 東部州ブンバ・ンゴコ県調査地域

出典：Interactive Atlas of forestry resources of Cameroon, version 2.0. Cameroon Ministry of Forestry and Fauna/ World Resources Institute 2007

ヨカドゥマ

モルンドゥ
100 km

国立公園

国立公園

●：本日の発表内での対象村

①MB村

GR村

②ZO村

10

カメルーン東南部の森

11 12
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13 14

焼畑農耕民の生業活動
農耕

採集 狩猟 漁撈
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主食とおかず材料の入手方法
（2001年8月21日～2002年1月20日）全食事回数1369回のうち供された回数の割合で表示
＊「その他」は，購入によってしか手に入らないものを示す
（主食；コメ・パン，動物性タンパク質；イワシ缶，牛肉，野菜；インゲンマメ）

食事例
主食：団子状にしたバナナ
おかず：獣肉のシチュー

■ 畑で収穫、家畜
■ 森で採集・狩猟・漁撈
■ その他*

出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．
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女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
①焼畑農耕民女性に学ぶ：バナナの持続的生産と森の関係
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バナナ キャッサバ

トウモロコシヤウテア（サトイモ科）

オクラ

ラッカセイ

トウガラシ

アボカド

カカオ

18
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バナナ キャッサバ ヤウテア トウモロコシ その他*

食事調査における主食材料の出現回数
（2001年8月21日～2002年1月20日、成人男性3人）出現回数

全食事回数1369 回

＊ヤマノイモ、コメ・パンなど
出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．
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プランテン・バナナ
20

バナナの調理風景
21

バナナの調理風景
22

キャッサバの加工と調理

23

キャッサバの地酒
（蒸留酒）造り

24
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畑の伐開作業

25

樹木の伐採

26

畑のなかで伐らずに残される大木

27

火入れ後の植え付け

28

さまざまな作物が混作される畑

29

やぶのなかでそだつバナナ

30
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Ø 植生調査
Ø 標本収集
Ø 栽植密度の測定
Ø 生育量調査
Ø 畑の面積測定

etc.

試行錯誤の日々

何もわかった
気がしない…

四方

31

Vさんの調査シート

Aさんの調査シート

●：バナナ ●：キャッサバ
●：ヤウテア ●：その他

ブレイク・スルーは台所で起きた！

まいにち
バナナ？

四方
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女性Ｖによる日ごとのバナナ収穫量（新鮮重・果皮含む）
（2001年9月9日～2002年4月30日）

まいにちバナナ！
・保存できない
・収穫適期が短い

出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．
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伐開後年数

0 1 2 3

ヤウテア

バナナ

トウモロコシ

キャッサバ

収穫 →

収穫 →

収穫 →

収穫

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
①バナナの植え付け時期をずらす

除草
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植え付け用のバナナの子株
トウモロコシの収穫跡地に
バナナの子株を植え付ける

バナナの親株から発生する子株
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バナナ

収穫 →

バナナ

バナナ

収穫 →

収穫 →

伐開後年数

0 1 2 3

ヤウテア

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
①バナナの植え付け時期をずらす

除草

36
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子株からの
自然更新

伐開後年数

0 1 2 3

子株からの
自然更新

子株からの
自然更新

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
①バナナの植え付け時期をずらす

除草

37

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
②生育期間の異なる複数の品種を利用する

38

2000.7.

2000.1.

1999.1.

1999.7.
1998.7.幹

線
道
路

1994.1.

住居

100 m

Ｖさんがバナナを収穫した畑の位置（2001年10月～2002年4月）

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
③複数の畑を並列的に利用する

出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．

39

2000年7月
2000年1月
1999年7月
1999年1月
1998年1月
1994年1月
2000年7月

伐開年畑No.

女性Ｖによる畑ごとのバナナ収穫量の月別推移
（2001年10月～2002年4月）

※P1～P6は焼畑
C1は若いカカオ畑
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10 0%
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2001
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2001

12月
2001

1月
2002

2月
2002

3月
2002

4月
2002

P6
P5
P4
P3
P2
P1
C1

バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
③複数の畑を並列的に利用する

出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．

40

二次林の優占種ムサンガ
Musanga cecropioides（イラクサ科）

焼畑の伐開対象となった植生
（2001年，2005年に開かれた焼畑29筆）

二次林
83%

原生林
17%

41

0 5 10 15

ムサンガを中心とする二次植生

バナナ

他の
作物

伐開後年数

焼畑伐開後の作物生産と植生遷移の模式図

42
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「まいにちバナナ」の実現

伐開

伐開

伐開伐開

伐開

伐開伐開

伐開

畑C

畑A

畑B

畑D
・
・
・
・
・

43

耕作地

若い二次林
原生林

休閑地

焼畑の営みが創り出すモザイク景観

44

調査地域の衛星画像

45

薪の収集 野生動物の捕獲

クズウコン科植物の採集 クズウコン科植物の葉（左）と葉柄（右）の利用

ナッツの採集 薬用植物の採集キノコの採集

焼畑放棄後の
モザイク景観
を利用

46

「まいにちバナナ」

伐開

伐開

伐開伐開

伐開

伐開伐開

伐開

畑C

畑A

畑B

畑D
・
・
・
・
・ 「さまざまな森林資源」

47

焼畑と融合したカカオ栽培

48
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女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
①焼畑農耕民女性に学ぶ：バナナの持続的生産と森の関係

Ø「まいにちバナナ」への着目
バナナの熟期を連続的に分散させる工夫
・植え付け時期をずらす
・複数のバナナ品種を植え付ける
・複数の畑を並列的に利用する

Ø「休閑地」への着目
ムサンガ林の循環的利用
植生遷移段階の異なるモザイク景観を創出
遷移段階に応じたさまざまな森林資源の利用

⇒焼畑は栽培作物によって焼畑農耕民の生活をささえると同時に、
その営みをとおして多様な資源を供給

49

女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
②狩猟採集民女性に学ぶ：ヤマノイモの持続的利用と森の関係

50

農耕民女性の愚痴

またバカにバナナを
盗まれた！

バカは“農業”というも
のを知らない

バカはバナナが
成熟するのを
待ってられない

畑から作物がなくなっ
てから新しい畑のこと

を考え始める

畑のことを忘れて作業な
かばで森へ行ってしまう

四方

51

焼畑農耕民の農耕活動：MB村に居住する
７世帯の畑の面積（アール）と伐開時期
年 季節

世帯

A B C D E F G

2001

大乾季 140 48 69 48 22 48 58

小雨季

小乾季 180 30 14 27 26 73

大雨季

2005

大乾季 197 216 90 51 16 47 58

小雨季

小乾季 202 80 17 31 45 78

大雨季
出典：四方篝 2013.『焼畑の潜在力―アフリカ熱帯雨林の農業生態誌』昭和堂．一部改変．

52

狩猟採集民の「農耕」活動：ZO村のある農耕キャンプ
を構成する８世帯の畑の面積（アール）と伐開時期
年 季節 世帯

A B C D E F G H

2002
大乾季 3
小雨季 13 9
小乾季
大雨季

2003
大乾季 13
小雨季 19 10 8
小乾季
大雨季 6 3

2004
大乾季 9
小雨季 5 10 8 10 6 7 15 9
小乾季
大雨季 8 3 4 4

2005 大乾季 18 17 22 10 21 9 21
出典：安岡宏和 2010. 「バカ・ピグミーの生業の変容：農耕化か？多様化か？ 」木村大治・北西功一 編『森棲みの生態誌』京都大学学術出

版会, pp. 141−163.

53

狩猟採集民バカの森での生活
Ø罠猟キャンプ
季節をとわず実施
主食は、ヤマノイモ、はちみつ、バナナ、キャッサバ
1～5世帯程度の小さなキャンプ

Øモロンゴ（長期狩猟採集行）
乾季に実施
主食は、ヤマノイモ、はちみつ
10世帯をこえる大きなキャンプ

54
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狩猟採集民バカのモロンゴに同行
（2005年2月22日～4月3日（41日間））

モロンゴの行程とキャンプ位置図

ZO村

55

出典：Yasuoka H 2006. “Long-term foraging expeditions (molongo) among the Baka hunter-gatherers in the northwestern Congo Basin, with special 
reference to the wild yam question.” Human Ecology 34(2): 275−296.
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2374 
kcal/adult-day

1801
kcal/adult-day

2773 
kcal/adult-day

バナナ 蜂蜜
獣肉

魚等ナッツ等

農耕キャンプとモロンゴのエネルギー供給源

農耕キャンプ
13日間；8世帯

遊動期間
15日間

逗留期間
17日間

モロンゴ

アブラ
ヤシ

ヤマノ
イモ

ヤマノ
イモ

出典：安岡宏和 2011.『バカ・ピグミーの生態人類学：アフリカ熱帯雨林の狩猟採集生活の再検討』松香堂書店
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ヤマノイモの採集
バ（多年生）
Dioscorea mangeotiana

エスマ（一年生）
Dioscorea semperflorens

サファ（一年生）
Dioscorea prahensilis

57

1000

2000

3000

4000
kcal/adult-day
ヤマノイモからのエネルギー獲得の日変化

遊動期間 逗留期間

サファ

エスマ

ケケ・クク
など

バ

出典：安岡宏和 2011.『バカ・ピグミーの生態人類学：アフリカ熱帯雨林の狩猟採集生活の再検討』松香堂書店
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D. minutiflora
D. smilacifolia

D. praehensilis
D. semperflorens
D. mangenotiana
D. burkilliana

Dp. cumminsii

キャンプ跡地におけるヤマノイモの分布

＝7年後⇒
出典：Yasuoka H 2013. “Dense wild yam patches established by hunter-gatherer camps: Beyond the wild yam question, toward the historical 

ecology.” Human Ecology 41: 465−475.
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ヤマノイモの調理

イモを切る→調理する→食べる
イモ片が捨てられる→再生

60
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女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
②狩猟採集民女性に学ぶ：ヤマノイモの持続的利用と森の関係

Ø「まいにちヤマノイモ」への着目
・タイプ（多年生・一年生）の異なるヤマノイモの組合せ

Ø「ヤマノイモ（一年生）パッチ」への着目
・イモが採集・食されることで、元の生育地から離れたと
ころに分布を拡大
・新しい生育地周辺ではイモ片から再生した個体が種子繁
殖をとおして個体数を増やす

⇒ヤマノイモは、狩猟採集民の生活をささえると同時に、
狩猟採集民の利用をとおして分布を拡大

61

女性から見るアフリカ熱帯雨林の暮らしと保全
カメルーン東南部でのフィールドワークより

• 焼畑は作物生産によって焼畑農耕民の生活をささえると同時に、そ
の営みをとおして多様な森林資源を供給

• ヤマノイモは、狩猟採集民の生活をささえると同時に、狩猟採集民
の利用をとおして分布を拡大

＊森と人のかかわりをとおして生じる植生のダイナミズム
＊そのなかで繰り返される作物生産と多様な森林資源利用

人びとが、焼畑や森林資源利用にかんする在来の知識を活用しながら、
暮らしを紡いでいくことのできる環境を維持・保全するという視座が
肝要
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（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）

コメカ・プロジェクト

「コメカ・プロジェクト」ウェブサイト
https://sites.google.com/kyoto-u.ac.jp/comeca/

63

YouTubeチャンネル
野生動物のカメラトラップ動画

63

コメカ・プロジェクトの女性研究者（27名中10名）

戸田美佳子
住民の生計とニーズ・相互扶助

塩谷暁代
NTFPsの流通・市場・加工

水野佳緒里
野生動物のモニタリング

小山祐実
狩猟採集社会のジェンダー

服部志帆
狩猟採集民の植物知識の動態

小松かおり
食物資源の栄養分析・バナナ系統分類

Masse ma Caliste
住民の生業時間配分と労働量
住民参加型森林管理

関野文子
狩猟採集社会の食物分配
狩猟採集社会と住民組織

田中文菜
狩猟採集民の養育
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